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社会教育と展示をめぐって

サビラケ・サナブリ(奈良県の民俗行事)

町家~その平面構造~(大和の民家)

吉野林業技術の概観(2)(収蔵資料の紹介)

移動展示について

おしらせ・その他
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地方博物館を考える(4)

社会教育と展示をめぐって
^^^

^^^^^^^.^^^^

博物館は調査・研究活動及び収集・保存活

動、そして展示を中心とした教育・普及活動

(社会教育)と三つの機能を有しているが、

これら三つの機能は個別に存在するのでは無

く、相互に循環すべきものであることは言う

までもない。しかし、これらのいずれに力'市

を置くかによって博物館の性格も異なってく

る。即ち、調査・研究に力点が置かれるなら

は'研究機関としての博物館に、収集・保存か

中心に据えられるならぱ資料館的性格の強い

博物館に、そして教育・普及活動に重きが置

かれるならば才士会教育的色彩の濃い博物館と

なるこのいずれを選ぶかは博物館の選択意0

志にかかっている。

当館に関して言うならば、博物館が公的機

関である以上より多くの人によって利用され

なけれぱならず、人々力汁専物館を利用するの

は主として展示を通してであることから、展

示を中心とした教育・普及活動こそ博物館活

動の中心、に据えられるべきであると考える。

従か'つて、調査・研究及び収集・保存活動も

展示に即した形でなされるべきといえる。

しかし、社会教育を博物館活動の前面に押

し出すことについては、多くの博物館人は嫌

悪の色を隠、さない。それは何に由来するの

か?おそらく社会教育に対するi忍識の甘さ

と軽視、及び展示方法に対する誤解と蔑視か

その最大の要因と思わるる。

たとえぱ和田氏は言う「地方公共施設であ

る博物館の場合、博物館員の立場はややもす

ると展示による教育が力説されすぎて、研究

者としての立場を無視する傾向があるように

思われる。(中略)。ライデンの民族学博物館

の人が書いているように、現代では博物館の

展示程度の教育は、ラジオ、テレビ、その他

あらゆる機会に行なわれている』と。

はたして和田氏が言うように、ラジオ、テ

レビの類と博物館の展示は教育方法、効果と

して同質のものなのだろうか。民俗博物館の

展示は学芸員の問題意識に対応する形で民俗

資料か酉ι列されており、入館者は具体的な資

」^^^ ^'^^."^
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料を媒介としてその問題意識を受容ないしは

拒否する訳であるか、入館者が資料に幾度と

もなく問いかけ、また自問しつつ結論を導き

出すことに主眼が置かれている。

ところがラジオやテレビは、その表現力に

おいて確かに迫力と説得力があり、有交刎生は、

疑い之ないが、一方向に伝達することがその

メディアの本領とい之るのであり、明らかに

異なる。言い換えるならぱ、博物館における

教育活動は、教え込むことを本意としてはお

らず、また具体的な物に接しうるという点に

おいて、ラジオやテレビ等の教育効果とー・往

区別されるべきと考える。

松崎憲
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また岩井氏は師升究機関なり大学研究室は、

研究の成果を論文、あるいは講義で表現する

が、博物館にあっては、展示によって表現・

公開され、それが社会教育にもなる(傍点筆

者)。往々にして博物館の使命は社会教育にあ

るとされるが、それは短絡的発想である。そ

こからは如何に分りやすくするか、いかにき

れいに見せるかという論しか出ず、ディスプ

レイ中心、になり勝ちである"」と言う。

既に述べたように、博物館の展示は研究者

の成果を入館者に分け与えてやるためのもの

では無い。学芸員の問題意識に沿って調査・

研究がなされ、その成果芯びに新たな問題意

識が展示に凝集され、それを拠り所として入

館者か自問するという形が本来のものであ

り、展示は学芸員の問題意識と入館者のそれ、

とを接続する唯一の媒介物である。展示如何

によってはその機能を充分に果しぇず、従っ

て展示の方法についても研究同様に重視され

るべきであり、ディスフ゜レイ云々という形て

捉える視点こそ問われてしかるべきだろう。

こうした展示を我々学芸員の側から見るな

らば、自己の問題意識の表現である展示に対

して、入館者がどのような反応を示したかを

確かめることにより、常に自己を検証しえ、

そうした手続きを経ることによって自己錬磨

できるという。極めておめでたい性質を持っ
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てぃるといえる。しかし一方では、常に展水

及び入館者と緊張関係を保っていなければな

らず、厳しさか伴なう。
巣寮巣崇

さらに岩井氏は言う『博物館におけるあり

得べき展示は、テーマにしたかって、博物鯨

自身の手による深い研究を基礎とし、そこか

ら得られた成果を具体的な資料吽勿)をもっ

て体系づけ、学界の水準を示すことはもとよ

り、新しい学問的見解あるいは問題点を提示

し、それが・一般参観者にも理解され、学習意

欲を力寸)たてる動機ノブけになるように、また

文化遺産にたいするi忍識を深めるように平易

に解説し、展示するものでなけれぱならな

い。』『博物館における展示か、既成の研究成

果の上に立って資料を一般公開し、解説し、

教育的に配慮するだけならば、各種キャラリ、

新聞社、百貨店などの展観と何ら異なるとこ

和Π11ト,削 1、民俗・女制と袖物負制Π小民

俗〒二>軒U4号昭和41年

小坂広.占「民具のに」聖・吠示」民呉マ

ンスリー 8 巻10、 1]号昭和51可

この補文の中で岩井氏の兒解どして

弓寸反氏かη3介した内容ぐある,

岩J卞女実「賦小一」民貝マンスリー 8

を3 号昭和50年

和田荊W倫文
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なされる以上、本質的に博.物館の展示と熨な

るところはないだろラ 0

もし相違かあるとすれば、百貨店等の展示

は多分に一回生起性のものであり、ーカ博.物

鮪のそれは継続的にかつ新たな視点から肖.編

成し、展示として表現しラるということてあ

ろう。従か'つて、博物館としての独自性を求め

るとするならぱ、そのよラな視点ルびにより

多くの具体的な貪料を有している愽物鯨が、

それらの資料をいかにして有効に活用しうる

か、といった側血からむしろ捉えられるべき

と考える。
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ろがなく、博物館の存在意義すら消滅してし

まうであろう"'』と。

この前者で言う岩井氏の展示に対する見解

こそ、社会教育的発想そのものであると筆者

は考える(若干ニュアンスは異なる)が、岩

井氏は「教育的配慮をするだけならば'・・・・'』

などと言う。一体彼の教育観・社会教育観と0

はいかなるものなのだろうか。

また、教育的に配慮、された展示が、百貨店

等の展観と異なる所がないと主張するが、学

界の水準を示し、明確な問題意識によってな

された展示においてすら、百貨店等のそれに

劣るものが多々あり、むしろ参考にすべき点

も少なくない。新聞社や百貨店等の展示にお

いても、それなりの目的と裏付け資料の下に

以上、社会教育活動に対する争者なりの見

解を迹べてきた訳であるが、社会教育活動を

博物鮪活動の中心、に据えるというそのこと白

体は、研究活動を幌視することを意味しない。

博物館における研究活動は大前提としてi忍め

るところである。もしそれが、充分に行なわ

れていなけれぱ、和田氏が危・1具するよ・)に、

学芸員は単なる倉庫番にすぎなくなってしま
ノ
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ただここで哘寉i忍しておきたいことは、民俗

学の研究の成果の延長線上に展示即ち社会教

育活動が存在するということであり、博物鮪

学の研究についても民俗学の研究と同様に扱

われなければならないということである。何

故ならぱ、博物館学的手法を駆使することに

よって、初めて民俗学の研究による成果が社

会に還元されるのであり、そうすることが、

たとえ遠く及ばずとも、経世済民の学を主張

してやまなかった柳田翁の意志に沿うものと

考えるからにほかならない 0

次の機会には、以上の基本線に沿って、今

後どのように博物館の活動を進めて行くべき

なのかを考えてみることにしよう
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換●催奈良県の民イ谷1テ事(8)催催.佐壱催会催催催催冬催荏弓催催ぎ一区■催◆催弓●会催一催美

1サビラケ・サナブリ浦西勉 1
1か・抄かかーかかか拶か抄か抄かガか抄斧抄抄抄ガガガ抄抄拶ガガジ抄粉抄かジガ斧ガ斧ジガジ斧斧ガ・k
五月アキというのは麦秋のことで、奈良盆

地の人々は以前なら麦の刈り入れのあわただ

しい時期であった。あわせて田植時期でもあ

り、百姓にとって稲刈り同様最も体を酷使す

る日が続いたようで、アキというと忙かしい

時という気分が漂っていた。

さて田植始めと田植終りの時期は、東山中

と奈良盆地とでは少々ずれ、前者は五月下旬

から田植を始めて 6月10日までには終り、後

者では 6月中旬から 6月25日(田原本町)<

らいに終るようである。

このころの習俗には興味ある伝承が多く残

されている。田植始めの日をサビラケ・サブ

ラケと呼ぶところが多く、特に東山中ではこ

ばくしゅう

うこの箸かわ i)に使ったカヤは田植をする0

娘さんの腰にさしておくと腰痛にならないと

う。以上東山中にみかけられるサビラケの

風習であるが、奈良盆地ではサビラケという

言葉か残っていても特別なことはやらないよ

うである。またサビラケの伝承は村々という

より家々でのまつりで、同ヒ村内でも家に

よって少しノブつ異なっている。

続いて田植終1)の風習について見ることに

する。田植終りをサナプリと呼んでいるとこ

ろか多く、その他ゴケアライ・ノヤスミ・タ、

ヤスミなどと言うところもある。大淀町では

田植の終った日にモチ苗を三束持って帰り、

それをたぱねて荒神(カマド)さんの上への

せ、苗の中間にニギリを入れておいたという。

このモチ苗は盆の七日まで残しておき、仏壇

をみかくのに使用した。この伝承は盆地部に

もあり、特に盆の七日のU、壇をみか'くのは浄

士宗の壇家の人かするということが注目され

る。

当麻町今在家ではアキイ麦)の取入れから

田植まで続けて仕事をしたので、田植終りを

アキャスミと言った。また同町勝根ではヨロ

コビマツリを氏神でしたという。盆地では日

を定めて氏神にお参りすることがあったり、全

部の家が田稙を終えたころに、キモイリさん

が n娃びだっせ」といって振れ歩いた。その

ころ奉公人がいて、振れを聞いてよろこんだ

そうである。田植の賃金もこの日に支判、つた。

自分の家の田植が綻った時に力よっとした

ちそうをするが、だいたい村全体に田植か

残っている。桜井市小夫では御田植祭(2月

17印の時にハ十カズラを作り、それを各戸

持って帰って、サビラケの日に男の人が苗を

]2本植之てから、ハ十カズラを田の畔に立て

る。また栗の枝に御弊をつけたものも立てた。

山添村三ケ谷ではこの日をサビラケといい、
島一いごめ

洗米とマメをフキの葉に包んでそれをカヤ

につけて(フキダワラと言う)田の畔に立て

てから田植をする。

榛原町山辺三ではやは 1)サビラケと言い、

苗を二束家の庭(土間)の隅に置き、各苗の

中心、にキ十コ(豆の粉)をまぶしたゴハンを

のせ、その二束の苗に箸カサつりのカヤ2本を

体のサナブリはほぽまとまった地城でイ可日と

日が定まっており、田植のテツダイアイやユ

イなど共同で働いた家々左お互いに尋'ね合っ

たという 0

近年の農家では、サビラケ・サ十プリとい

う言葉のみ力巧曵され、特別何もしないことか

多くなった。しかし田植前後の風習をみてゆ

くと昔の百姓達の願いや老之をうかか3 こと

ができるのである。

のサビラケと

( 3 )
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前に・一升桝

に入れたキ

ナコをまぶ

したゴハン

を供えると

いう。同村

戒場でも同

じことをす

るが箕の中

に入れてま

つると
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大和の民家(3) ^

家~その平面構造~

間取り、それは生活の器である家の間仕切

りであり、生活様式の変化と共に間取りもそ

の時代によって移り変って来たのである。今

回は奈良県内に点在する古い町家の間取りに

ついて迹べることにする。

町家と言っても色々な町家があり、商店、

旅館、長屋、その他多くの各種各様の町家か

見受けられる。しかしこれらの町家において、

その特色を出しているのは極めて少なく、旅

館などの一部でしか見受けられない。

町家の平面は特殊な建物を除き、間口が狭

<、奧行きの深い平面が普通で、附属屋はそ

の裏へと延びるため細長い屋敷となる。

県内に残存してぃる古い町家の平面構成は

五条市新町、橿原市今井町、旧奈良市内その

他でもあまり大差なく、小型町家では問口か

2 ~ 3 間と狭く、大型では 5 ~ 8 間と広い町、

家も見受けられる。これらの大小の町家平面

は一定で、片方に通り土問を取り、小型町家て

は土問に沿って一列に三室を並べ、大型では

二列に三室の六間取が・一般の平面である。

県内で大型町家の代表例では、重要文化財

に指定され、全国でも建設年代の明らで一番

古い民家とされている五条市の栗山家住宅

(棟札に慶長12年、 1607)次に橿原市今井町

の今西家住宅(棟札に慶安3年、 1650)同豊

田家住宅(鬼瓦銘寛文 2年1662)その他多数

の町家が残存している。しかし現在二列三室

の六問取りの町家の中でも、建設当初は一列

型であったのを、後に落棟で増築された家も

見られる。

^^^
^^^^^^^^

民俗博物館だより

奈良市内の重文に指定されている藤岡家住

宅(17世紀頃)では落棟力坏寸き、主屋と落棟

座敷が完成した平面をもっている。しかし江

戸時代中期以降は間口の大小にかかわらずー

列型のプランが多く用いられるようになっ

た。次にこれらの町家は平入りで切妻造りに

するため棟高が高くなり、屋根裏の空間が広

く、加1子二階の利用へと発達して行く。これ
たて島1于

らから見て古い町家ほど建上が低く、した

がって厨子二階の空間が狭くなっている。 、^

れら二階の利点を生かし江戸中期以降になる

と次第に建上げが高くなり、今井町の高木家

住宅(重文)のように完全な二階建が生ヒて

来る。

町家の表構えは道路と接している関係上一

般に格子構えで農家とは大きな違いがあり、下
は

店、店の問、座敷と変化のある格子を猷める
しとみど

が、主屋前面を格子にせず、蔀戸とあげ店で

開閉する例もある(奈良市藤岡家、細川家)。

正面出人口は向って左側、右側と両方あり、

大型町家では片引戸が多いようだが、先述の

藤岡家、細川家のようなもの、またすり上げ

大戸もまれに見られる。正面入口を入ると居

室部道路側の部屋が店の間、士間側に下店を

取るのが普通で、農家でも同じことが言える。

一列三室の場合は店の間、次に台所、その奧

が座敷となり、二列三室型では、士間に沿っ

て店の間、中の間、台所、後列は店奧、納戸、

座敷からなり、中の間、納戸境は帳台構えの

ある町家もある。次回は町家の特色を示す細

部について考察する予定である。

松田敏行
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収蔵資料の紹介(8)

吉野林業技術の概観(2)

前号では吉野林業に関する文献資料を渉猟

し、他所との比較でその林業技術の特色を述

べたつもりである。今回は、各作業で使用さ

れる道具について記述することにする。

最初におことわりしておかねぱならない

が、前回から述べている吉野林業法とは狭義

の吉野川流域(下流は紀の川)一帯のもので他

の北山川流域や十津川流城のものとは若干異

なることは、諸報告でしめされているとおり

である。

第 1 表

作業名

と

擇

各道具の説明をするまえに、吉野林業では

どれだけの道具かいるのかを明らかにした

い。第 1表は、川上村の1.Ⅱ林労働に従事する

1゛下'小の全道具をまとめたものである。

第 1表でわかるとおり、ヨキとノコキリは、

作業のなかで頻繁につかわれている。だから

山仕事にでかけるには、腰に、ノコ・手ヨキ

を差していくことが多い。大前家では、ヨキ11

丁、ノコギリ10丁も所蔵されている。その詳

細は第2表のとおりである。

第 P表

り
足ナワ・カンジキ・カヨイ綱・中綱
(袋)・j硯綱・手綱・袋・かぎ棒・細綱

づくり

地明

種

植付

道

棚・トゥシ・ムシロ
ンマイトゥシ・竹箕

芳井敬郎

下刈

け

紐打

備中クワ・平クワ

け

.ー、

すて伐り

コ・手ヨキコンノ

り

枝打

トングワ

ち

下刈りカマ・ナタガマ

間

名

手ヨキ

木おこし

ち

オケ

手ヨキコシノコ

伐

手ヨキ・一木(ムカデ)ハシコ

トンクワ

クビカケ

〔カルコ〕

カラウス

修羅出し

〔マク.井奉〕

コ・チュウノコ・砥石コシノ

トチカン引き

手ヨキ

伐
大ノコ・根切リ
ヘラ・ヤスリ・

セ

木馬出し

寸法

ワラナワ

手ヨキ

手ヨキ'綱

れ、

尺1

綱・ヒキカタ

〕は大前家では、収蔵されていないが他でみら
作業のなかで必蓼なもの。

名称

尺2

トングワ

ヨキ・マワシガマ・判司・木

目ワケッチ■氏右・〔ヤ〕

小切リ

(朱目ノ

手ヨキ

カタ〕

尺3

yメ

尺4

ノコ

コ)

油さし

〔ウマ〕

収蔵r

尺5

〔トビ〕・〔ススメ〕・〔藤〕

1 ヨキ、
住3U匁目」

腰ノコ(箱ノコ)は、サヤのついた、歯わ

たり1尺3寸以下のものをいう。それ以上に

なるとひざにあたって腰には吊れなくなる。

腰ノコは、地明け、すて伐り等でつかわれ

てぃる。山に苗を植付ける前に跡地をかたつ

ける地明けの際、すて木(残木)を小切りに

するのに使用する。すて伐1)は前号で述べた

除伐である。成長のよい林で、稙付け後10年

ぐらいからおこなうか'小径木であるため、尺

3 のノコで充分である。

間伐は、皆伐まで何度もおこない、林間を

七、

綱

小UJ リ ノコ

〔キ幻

・1,

2

大

^il'

〔カスガイ〕・鯏叩・〔ヒキ

2

130匁目

ノ

3

13U匁Π

コ

希ノコ、
【尺 3 j

名称

2

技打チヨキ
(手ヨキ)

200匁Π

←印→^■U^

]

後ヤマヨキ

I H /

根切りヨキ

以蔵数

1-^533^ーーーー^1

2

2
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ひろくしてぃく最初は、木の直径も短.いた0

め腰ノコで間にあうが、木の成長にしたがっ

て、ノコの歯わたりの広いものをつかってい

く。皆伐の際には、尺6以上のノコギリをつ0

かうこともある。しかし現在は、チェンソー

に変わっている。

ノコギリの目たては山でおこなうが、その

折、アサリをつけるため、目ワケツチで歯を

たたき、そしてヤスリで磨く。

ヨキは130匁目か1番よくつかわれる。紐打

ちは、枝打ちと同ヒ作業内容で、幼齢期の手

入れである。枝が幹と接するところをめかけ

て、ヨキをふりおとすので非常に危険である。

そのためヨキの柄をひじまでの寸法におさえ

る。それ以上にすると腕にあたって大けがを

することが多い。枝打の場合は、はしごの下

にツメをつけ、それを土地に差し固定して、

登って作業する。はしごには、 4 m ・ 6 m ・

8mがある。

次に、後ヤマヨキは、伐採した木を出材

する際、枝葉をおとすのにつかわれる。木の

末のよく繁った枝は、130匁目では間にあわな

もう少し重いものが必要になる。、

根切りヨキは、伐採の際、受口をつくるのに

つかわれる。木をたおそうとする側(山側か

多い)にヨキで伐1)込むのである。

ヨキの手入れも怠ることがない。ヨキの先

は、髭を肖Ⅲデるぐらいにとぎ上げるのである。

山へ、砥石をもっていき、休憩時に作業する。

ヨキやノコのほか、カマも幾種類かある。

地明けや下刈りには、下刈りガマやナタガマ

が使用される。地明けの際には、枯草やつる、

下刈りには、若草を刈る。この作業は、農耕

( 6 )

1＼

C

等の草刈りとちがい、立ってカマをふりなか

らおこなう。十タガマは、下刈りガマにくら

べ、重くなっている。また、皆伐のあと、杉

の場合には、皮も利用されるので、マワシカ

マをつかう。カマをまわしながら、木に横す

じを入れ、すヒ目から木へラで、皮をとって

いくマワシガマが深く入ると、木の幹にき0 、

ずをつけるので注意を要する。

カマは、諸道具のうち、・一番いたむもので、

10日もつづけて作業すると、とりかえなけれ

ほならない。

以上の他にも、道具の説明を要するが、こ、

こでは紙面の都合上代表的なヨキ、ノコ、カ

マについての記述にとどめておく。

これらの道具の購入は、以前、ムラのカジ

ヤで才丁ってもらったり、クニ(他"励から売、

1)にきたものを買っていたが、現在、ヨキ

は、三重県熊野市飛鳥町、ノコは奈良県吉野

町上市の農具屋、カマは川上村人知のカジャ

から買っている。

ようするに、ノコギリは、材の太さによっ

て適当にかえられる。またヨキは、作業内容

によってヨキの重さと柄の長さかきめられる

のである。しかし、一概に、この作業には、

このような道具とあてはめることはもちろん

できない。上記したとおり、下刈りガマやナ

タガマのように、その人の使い勝手で決めら

れるし、ヨキの場合老人は、軽いものを使用す

ることが多い。

次回は、運搬法についてのべることにする。

(山川上村西河住・大前実男(大正13年生)宅

今回は、大前氏と、同所住・中西完次氏(明

冶37乍生)の談話にもとノブいて記述したもの

である。
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博物館と利用者を結びつける条件は「展示
嬰

と教育活動(広義力であり、後者の部門に「巡

回展示」が含まれる 0

博物館を利用する人たちにとって、博物館

内の諸事情(つまり「定員増だの、予算や収

入の増加だの」、という当事者の関心事)は全

く関係なく、また「市民のための博物館なと

といくらお題目を唱えても、博物館と実際の

接触がなけれぱ、博物館は存在しないのと同

ヒ」、であることも事実で、その接点のーつと

して「巡回展示」が位置づけられる。

この「巡回展示」は、教育普及活動の一貫

であり、また博物館と利用者を結びつける条

件ともなる。この条件の中には、「博物館の存

在とその効果を広く一人一人の市民にまで届
**

くように知らセる」積極的な広報活動を行な

い、「積極的に館外に出向いて行って、市民や

市民の集団に働きかける」教育活動をはから

ねぱならない。そして、それにもまして館内

の教育普及活動の充実は必要条件となろう 0

この館外活動を通じて「博物館は館外での

鑑賞者(利用者一注・奥野)を最大限に増し

移動展示について

■編集後記■

カソコーの小気味良い鳴き声が、早朝事

務室の窓を突いて響き渡り、夢心寸也のねぼ

け眼を刺上敷する。かと恕、うとウサギやりス

が窓辺近くに歩みより小刻みに動き廻る。

時折蛇もあたりを俳佃し、道行く人を驚か

すこともある。先日もバス停に通ずる道で

助けを乞われて颯爽と(?)追いやって「蛇

が前を横切ると財をなすという所もありま

すよ」と1介好よく言い伝えたが、その親イ・、

どんな風に受け止めたろうか。(尾沫貮可骨)

奈

ていく事ができるJ という本来的な位置ーブけ

がなされよう 0

このように「巡回展示」の機能も二分され、

博物館存在を広く知らせるべき広報活動と 、

博物館の展示資料などの内容を深く理解させ

るべき教育的配慮をもった普及活動としての

「巡回展示」があり、当館で行なってきた南

者除艮行本店展示室なでの方式は前者に、展示

や映画などを含めた天理市公民館での方式は

後者に属すであろう。この当館での両方式も

いくつかの課題をもつが、順次解決していか

ねばならない。 (奥野義雄)
楽鶴田詫一鄭ルー芸nを目斯す人々のために」『博物館研究」

V01 10. NO.6 戸斤"ι

T ・ M 7 t ールス靴・加河璽玖仁 f,;^「教育プログラムの種※※

水氏 r一芸員一その役別と訓練.所収

**
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辻井写真植字唐

おしらせ★★★★★★★★

●民俗博物館の行事予定

10月7日まで

常設展くらしの中の火

10月31日まで

コーナー展竹の利用(1)・藁の利用(1)

8月22日民俗講座<大和の民問信仰>

講師京大名誉教授柴田実氏

8月22日体験学習講座くモンドリづ<り>

9月26日体,験学習講座くカゴノブ<り(Π)>

10月24日体験学習講座く茶筌くブ<り>

※体験学習講座は午前Ⅱ時と午後2時の2

回、それぞれ1時問あまり行ないます。

民俗講座は21塔の講義室で、今回は午後3

時より行ないます。

※都合により内容など一部変更することがあ

ります。

1976年
昏07435③317Nや

8月
印刷

含

、、

、

●特別テーマ展示について

10月10日~Ⅱ月24日まで「水と生活~濯瀛

と雨乞~」と題する第2回目の特別テーマ展

を開催致します。濯瀛に用いられた水車、ハ

ネツルべ、トユ等の諸道具や雨乞踊の絵馬 、

衣裳及び旧乞・雨乞の井陣mその他の資料を展

示する予定です。本展示を通じて人と水との

交渉史を辿ってみたいと考えております。

移動展示(於天理市公民館 5/21~23)
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